
 

定例委員会会議録 

 

委員長    浅 沼   敏 幸 

 

委 員    中 村   映 子 

 

委 員    本 橋   正 壽 

 

            委 員    岩 崎   典 子 

 

 

 １ 日  時  令和６年 10 月 14 日（月） 午前 10 時 00 分 

 

 ２ 場  所  選挙管理委員会室 

 

３ 出 席 者  委員４名、事務局長、係長３名、書記２名 

 

 ４ 議  案 （１）在外選挙人名簿の登録について 

 

        （２）選挙人名簿の登録および抹消について（衆議院議員選挙） 

 

        （３）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙 最高裁判所裁判官 

国民審査執行計画について 

 

        （４）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官国民

審査における当日投票所管理者および同職務代理者の選任について 

 

        （５）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官国民

審査における当日投票所投票立会人の選任について 

 

        （６）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官 

国民審査における期日前投票所投票管理者および同職務代理者の選任 

について 

 

        （７）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官国民

審査における期日前投票所投票立会人の選任について 

 

        （８）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官国民

審査における投・開票所および期日前投票所事務従事者の委嘱について 



        （９）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官国民

審査 開票実施要領について 

 

５ そ の 他 （１）日程について 

 
（２）その他 

           



 

 

午前 10 時 00 分、浅沼委員長開会を宣す。  

【議案】 

（１）在外選挙人名簿の登録について 

選挙係長より、在外選挙人名簿に関して、在外公館で申請のあった９人を、出国

時に申請のあった５人を登録するとの説明があり、可決された。総登録者数は  

1,092 人。 

（質疑・応答） 

 特になし。 

（２）選挙人名簿の登録および抹消について  

選挙係長より、公職選挙法第 22 条の規定により、令和６年 10 月 14 日現在に

おいて 4,796 人の選挙時登録を行うこと、公職選挙法第 28 条の規定により、死

亡・国籍喪失・失踪者を 857 人、４か月経過者を 3,574 人、在外移転者を 10 人、

誤載者を８人、総計 4,449 人の抹消を行うと説明があり、可決された。  

令和６年 10 月 14 日現在の選挙人名簿登録者数は 622,431 人となる。 

（質疑・応答） 

 特になし。 

（３）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙  最高裁判所国民審査執行計画 

について 

 選挙係長より、前回の委員会で提示した執行計画案から変更のない旨の説明

があり、可決された。本委員会の可決をもって正式決定した。  

（質疑・応答） 



 

 

 特になし。 

（４）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官国民審査に

おける当日投票所管理者および同職務代理者の選任について  

選挙係長より、公職選挙法第 37 条第２項および公職選挙法施行令第 24 条第１

項の規定により、当日投票管理者および同職務代理者を選任する旨の説明があり

可決された。公職選挙法施行令第 25 条の規定に基づき、告示日に氏名等の告示を

行う。なお、選任において調整中の部分については、決定し次第、追加選任をす

るものとする。 

（質疑・応答） 

 特になし。 

（５）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官国民審査

における当日投票所投票立会人の選任について  

選挙係長より、公職選挙法第 38 条第１項の規定により、当日投票所投票立会人

を選任する旨の説明があり、可決された。なお、選任において調整中の部分につ

いては、決定し次第、追加選任をするものとする。  

（質疑・応答） 

特になし。 

（６）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官国民審査

における期日前投票所投票管理者および同職務代理者の選任について  

庶務係長より、公職選挙法第 37 条第２項および公職選挙法施行令第 24 条第１

項の規定により、期日前投票所投票管理者および同職務代理者を選任する旨の説



 

 

明があり可決された。公職選挙法施行令第 25 条の規定に基づき、告示日に氏名等

の告示を行う。 

（質疑・応答） 

 特になし。 

（７）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官国民審査

における期日前投票所投票立会人の選任について  

 庶務係長より、公職選挙法第 38 条第１項の規定により、期日前投票所投票立会

人を選任する旨の説明があり、可決された。  

（質疑・応答） 

 特になし。 

（８）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官国民審査

における投・開票所および期日前投票所事務従事者の委嘱について  

庶務係長より、投票事務、開票事務および選挙本部機動班、期日前投票事務の

従事者の委嘱について説明があり可決された。なお、選任において調整中の部分

については、決定し次第、追加選任をするものとする。  

（質疑・応答） 

 特になし。 

（９）令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判官国民審査 

開票実施要領について  

 選挙係長より、令和６年 10 月 27 日執行衆議院議員選挙および最高裁判所裁判

官国民審査における開票実施要領について説明があった。 



 

 

（質疑・応答） 

 委 員：開票録および選挙録の署名は開票所ごとに異なるということか。  

 事務局：お見込みのとおりである。各開票所における選挙長および開票管理者

が署名を行うこととなる。  

 委 員：今選挙において立会人は３種類あるがどのように選任するのか。  

 事務局：小選挙区・比例代表に関しては各立会人届出に基づいて選任を行う。

最高裁については慣習的に届出がないため、区管理職を立会人に選任する予定で

ある。 

【その他】 

（１）  日程について 

今後のスケジュールについて、委員会日程予定表で確認した。  

明日 10 月 15 日（火）公示日となり、立候補者受付を行うため８時参集となる。

また、同日 10 月 15 日（火）17 時 15 分から臨時委員会を開催する。  

（２）  その他 

 特になし 

 

午前 10 時 40 分 浅沼委員長閉会を宣す。  

 


